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1. ⥴ゝ 

 6 年ไ薬学ᩍ⫱では、⮫ᗋにᠱかるᐇ㊶的な⬟力を㣴い㉁の高い薬๣ᖌを㍮ฟするため、ྛ大学

でࣂイࢱルࢧインᐇ⩦やᩆᛴ་⒪ᐇ⩦な࡝、᪤存のᩍ⫱にはなかった᪂たなヨࡳにྲྀり⤌ࢇできた
1)2)。このᵝなᩍ⫱を㐙⾜するためのツールとして、一㒊の大学では生体࣑ࣞࣗࢩーࢱーが導ධされ

そのᩍ⫱的᭷ຠᛶがㄆ㆑されつつあるが、༢に⾑ᅽの ᐃや࿧྾㡢の⫈デな࡝ᢏ⾡的なᡭᢏ⩦得に

␃まっている౛がከく、これらの┠的௨እで✚ᴟ的に活用している大学は少ない。その理⏤の一つ

として、生体࣑ࣞࣗࢩーࢱーの薬物཯ᛂにᑐするጇᙜᛶが୙᫂☜である点がᣲげられる。生体࣑ࢩ

ࣗࣞーࢱーの薬物にᑐする཯ᛂᛶが᫂らかとなれば、ᇶ♏薬学ᩍ⫱での活用も᝿ᐃされ、学⩦⪅に

ᑐしてຠ⋡的なᩍ⫱を提供できるだけでなく、体㦂学⩦することで知㆑ᐃ╔のྥ上もぢ㎸まれる。

また㏆年、薬学ᩍ⫱は⮫ᗋ⣔ᐇ⩦が඘ᐇする一᪉、࢝ࣜ࢟ࣗラ࣒の過ᐦな࡝を理⏤にᇶ♏⣔ᐇ⩦が

一㒊๐㝖されるな࡝ၥ㢟をᢪ࠼ている。ᇶ♏薬学ᩍ⫱のศ㔝で生体࣑ࣞࣗࢩーࢱーを用いたᐇ⩦が

ྍ⬟となれば、このようなᩍ⫱ၥ㢟を一㒊解ᾘできるྍ⬟ᛶがある。 

 そこで本◊✲では、生体࣑ࣞࣗࢩーࢱーにᑐするᚠ⎔ჾ⣔స用薬の཯ᛂᛶを᫂らかにすることを

第一義とした。その上でࢺࣄにᑐする཯ᛂᛶやື物ᐇ㦂による薬物ᛂ⟅ᛶとẚ㍑することでその㢮

ఝᛶと┦㐪ᛶを᫂らかにし、薬学ᩍ⫱における生体࣑ࣞࣗࢩーࢱーの᪂つ活用᪉ἲとᩍ⫱࡬のᛂ用

について᳨ウすることを┠的とした。 

 

2．᪉ἲ 

 ーのタᐃࢱー࣑ࣞࣗࢩ 2-1

 本◊✲では、生体࣑ࣞࣗࢩーࢱーとして S imM an 3G legac y model（ࣞールࢲル࣓デ࢝࢕ルࣃࣕࢪ

ン）を用いた。ᙜヱ࣑ࣞࣗࢩーࢱーには」数の⑕౛が⤌ࡳ㎸まれており、࢜࣌ࣞーࣙࢩンࢯフ࢘ࢺ

にᦚ㍕されている薬理学ࣔデルと生理学ࣔデルをᇶに、་⒪ฎ⨨や薬物ᢞ୚によるᝈ⪅≧態の࢔࢙

ኚ化を෌⌧できるようになっている。ᝈ⪅の≧態は࣑ࣞࣗࢩーࢱー本体あるいはᝈ⪅ࣔニࢱー上で

☜ㄆできるようタィされている。本◊✲では、࣑ࣞࣗࢩーࢱーࢢࣟࣉラ࣒にணめⓏ録されている⑕

౛のうち「ᛴᛶႍᜥ」を㑅ᢥした。⑓≧ࣃラ࣓ーࢱーの「୙Ᏻ」と「ႍᜥ」の重⑕ᗘをඹに 0㸣に

タᐃすることでႍᜥの⛬ᗘをᴟめて㍍ᗘな≧態とし、೺ᖖ人の≧態とྠ➼にした。この≧態で、ࢯ

フ࢔࢚࢘ࢺにࢢࣟࣉラ࣒されているᚠ⎔ჾస用薬をᢞ୚し、薬物཯ᛂᛶをほᐹした。 

 

2-2 薬物の㑅ᢥ 

 ᢞ୚薬物は、ࢯフ࢔࢚࢘ࢺにࢢࣟࣉラ࣒されている 109 ✀㢮の薬物の୰から A drenaline（ A d）、

N oradrenaline（ N A ）、 I soprenaline（ I so）、Propranolol（Pro）を㑅ᢥし、ᚠ⎔ჾにᑐする薬物཯ᛂᛶ

  
 

7-2. 今後の展開のྍ⬟ᛶ 

本༞論ホ౯ྍど化ࢩステ࣒は、本学薬学㒊ᩍဨが日㡭౑い័れている⌧⾜のࢩステ࣒を᭱大㝈活

用しながら開Ⓨしたึ∧であるが、今後ᕤኵがຍ࠼られることで、さまࡊまなᙧでⓎ展をぢせるྍ

⬟ᛶがある。 

今ᅇのヨࡳは、ルーࣜࣈックホ౯を WebClass を用いて薬学㒊඲体でᐇ᪋したึめてのྲྀ⤌であり、

ルーࣜࣈックと WebClass がࡰ࡯す࡭ての薬学㒊ᩍဨに活用された。今後、これを㞮ᙧに他のᐇ⩦や

₇⩦⛉┠な࡬࡝の展開も期待できるであろう。 

 また、薬学㒊高学年時の重要なᩍ⫱ㄢ⛬として༞ᴗ論文◊✲のࡳならず、ᐇົᐇ⩦や༞ᴗに㛵㐃

したヨ㦂な࡝がある。他にも 6 年㛫の学ᴗで㐩ᡂしたᵝ々な情報（ᡂ⦼ඃ⚽⪅⾲ᙲな࡝）をྵませ

ることもできることからも、本デ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺは今後もⓎ展しうるだろう。 

 今ᅇ開Ⓨした༞ᴗ論文◊✲ホ౯ࢩステ࣒において、デ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺの PDF ฟ力に㛵す

るᶵ⬟のࡳ௻ᴗに開Ⓨを౫㢗した。ࣟࣉフࣟ࢕ールのධ力やࢲࣟࣉクࢺの提ฟ、ルーࣜࣈックホ౯

ᶵ⬟は、WebClass のᇶ本ᶵ⬟であるため、他のᐇ⩦や₇⩦⛉┠な࡬࡝の展開の㝿には、࢝ルテ XML

のసᡂでᑐᛂྍ⬟である。ᇶ本的には௻ᴗによるࢢࣟࣉラ࣒開Ⓨは୙要あるいは᭱ప㝈でよく、

WebClass を⟶理・㐠Ⴀしている情報ᩍ⫱ࢭンࢱーと、ጤဨ఍あるいはᩍ⛉ᢸᙜ⪅の㛫の協㆟により、

Ᏻ౯に、かつ、ᰂ㌾に㐠用することができると考࠼られる。 

 ホ౯⪅に㛵して、⌧⾜では、学生ホ౯をධ力するのは୺査である指導ᩍဨとしているが、๪査に

よるルーࣜࣈックホ౯ධ力のᶵ⬟をもたせれば、よりᐈほᛶのある༞論ホ౯ࢩステ࣒のᵓ⠏もྍ⬟

である。また、学生による⮬ᕫホ౯ᶵ⬟をྵめることでᙧᡂ的⮬ᕫホ౯が㢖⦾にᐇ᪋ྍ⬟となろう。 

⌧時点でルーࣜࣈックによる༞論ホ౯はᙧᡂ的な఩⨨࡙けとしている。このような経時的、ẁ㝵

的な情報をᢅうሙྜ、⣬࣋ースな࡝ではなく、このようなࢩステ࣒を活用することがᴟめてຠ⋡的

である。そのຠᯝを᭱大㝈にᘬきฟし、より⥥ᐦな┠ᶆ㐩ᡂᗘの指ᶆとして活用するために、ルー

ックホ౯の指ᶆやᅇ数➼について、継⥆的に᳨ドする必要がある。また、今後⥲ᣓ的ホ౯としࣜࣈ

て導ධする㝿にも、本ࢩステ࣒は෇⁥に活用できるものとᛮわれる。 

 

８．おわりに 

 本ྲྀ⤌により、ルーࣜࣈックホ౯だけではなく、༞ᴗ論文◊✲に㛵わるᵝ々な㡯┠を LMS 上で⟶

理することがྍ⬟になった。またデ࣓ࣜࣉࢧ・࣐ࣟࣉ࢕ンࢺを㏻して、指導ᩍဨと学生の཮᪉が、

よりどぬ的に༞ᴗ論文◊✲ᡂᯝを☜ㄆすることがྍ⬟になったものと考࠼る。筆⪅らの知る㝈り、

このようなྲྀ⤌を他の薬⣔大学にඛࢇじて公開することができたものと考࠼る。今後も薬学㒊のᐇ

情に༶した活ືとしてⓎ展させていきたい。 
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をほᐹした。ᚠ⎔ჾ⣔ࣃラ࣓ーࢱーは、ᚰᢿ数（ H R ）と⾑ᅽ（BP）を ᐃした。生理学ࣃラ࣓ー

ーは、▖Ꮝᚄを ᐃした。᳨ウ㡯┠はᢞ୚経㊰、ᢞ୚㔞、薬理స用、薬力学的┦஫స用のࢱ 4 点に

╔┠した。ྛ々の薬物ᢞ୚㔞は、ῧ௜文᭩ならびにインࣗࣅࢱーフォー࣒を参考にタᐃした。 

 

3．⤖ᯝ 

3-1 ึ期≧態のほᐹ 

 本◊✲では、࣑ࣞࣗࢩーࢱーࢢࣟࣉラ࣒にண

めⓏ録されている「ᛴᛶႍᜥ」の重⑕ᗘを 0㸣

にタᐃした≧態を೺ᖖ人とぢなし活用した。こ

の時の生理学的ࣃラ࣓ーࢱーは、 H R  83 b pm、

BP 125/74 mmH g、ᚰᢿฟ㔞 5.5 L/min、⫵ື⬦

ᅽ 28/10mmH g、࿧྾数 14 ᅇ/min、経⓶的ື⬦

⾑㓟⣲㣬和ᗘ 97% 、࿧Ẽ⤊ᮎ二㓟化Ⅳ⣲ศᅽ 

37mmH g、࿧Ẽ⤊ᮎ㓟⣲ศᅽ 16mmH g であり、

いずれもᇶ‽್を‶たしていた。 

 

3-2 ᢞ୚経㊰の㐪いによる薬物཯ᛂᛶのẚ㍑ 

 A d を㟼⬦ෆᢞ୚、➽⫗ෆᢞ୚、および⓶下ᢞ

୚の 3 経㊰でྛ々0.3 mg ᢞ୚し、ᢞ୚後 15 ศ 

        

㛫の H R および BP を ᐃした(F ig. 1)。H R にお

ける᳨ウでは、᭱大཯ᛂ時の್は㟼⬦ෆᢞ୚が

175 b pm、➽⫗ෆᢞ୚が 110 b pm 、⓶下ᢞ୚が

107 b pm となり、薬物にᑐする᭱大཯ᛂは㟼⬦

ᢞ୚、➽⫗ᢞ୚、⓶下ᢞ୚の㡰で大きくなった。

また、᭱大཯ᛂがⓎ⌧するまでの時㛫は、㟼⬦

ෆᢞ୚が 1 ศ、➽⫗ෆᢞ୚が 2 ศ、⓶下ᢞ୚が

3 ศとなり、㟼⬦ෆᢞ୚、➽⫗ෆᢞ୚、⓶下ᢞ

୚の㡰で早くⓎ⌧した。 

 

3-3 ᢞ୚㔞の㐪いによる薬物཯ᛂᛶのẚ㍑ 

 A d、 N A 、 I so の、用㔞཯ᛂᛶについて᳨ウし

た。ྛ薬物とも、1 µ g/kg、3 µ g/kg、10 µ g/kg、

30 µ g/kg の用㔞を㟼⬦ෆᢞ୚し、ᢞ୚後 15 ศ㛫

H R および BP を ᐃした。 I so については薬物
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཯ᛂᣢ⥆時㛫がᣢ⥆したため、཯ᛂがᾘኻするᢞ୚後 70 ศまで ᐃした。 A d ᢞ୚による H R の᭱

大཯ᛂは、ᢞ୚㔞 1 µ g/kg で 110 b pm、3 µ g/kg で 162 b pm、10 µ g/kg で 185 b pm、30 µ g/kg で 182 b pm

となり、用㔞がቑຍする࡝࡯ᚰᢿ数ቑ大స用が大きくなった（ F ig. 2a）。また、10 µ g/kg ௨上の用㔞

をᢞ୚しても、それ௨上 H R はቑ大しなかった。 H R にᑐする཯ᛂᣢ⥆時㛫は、ᢞ୚㔞 1 µ g/kg で 6

ศ、3 µ g/kg で 11 ศ、10 µ g/kg で 14 ศ、30 µ g/kg で 15 ศとなり、用㔞がቑຍする࡝࡯཯ᛂᣢ⥆時

㛫が長くなった。BP は、ᢞ୚㔞 1 µ g/kg の᭱大཯ᛂが 138/86 mmH g、3 µ g/kg で 158/105 mmH g、10 

µ g/kg で 168/117 mmH g、30 µ g/kg で 169/119 mmH g であり、BP においても用㔞౫存ᛶがほᐹされた。

10µ g/kg ௨上の用㔞をᢞ୚しても、それ௨上᪼ᅽ཯ᛂはቑ大しなかった（ F ig. 2b ）。N A ならびに I so

に㛵してもྠᵝの ᐃを⾜い、これらの薬物に㛵しても用㔞཯ᛂᛶと᭱大཯ᛂ用㔞が☜ㄆされた。

N A および I so の᭱大཯ᛂ用㔞はྛ々1 µ g/kg、3 µ g/kg であった。 

 

3-4 㟼⬦ෆᢞ୚による薬物ẖのస用ẚ㍑ 

 A d、 N A および I so を᭱大཯ᛂ用㔞で㟼

⬦ෆᢞ୚したሙྜの཯ᛂᛶをẚ㍑した。H R

は A d と I so のᢞ୚により大きく上᪼した。

A d、I so、N A の᭱大཯ᛂ時の್は、ྛ 々185 

b pm、177 b pm、95 b pm で、 A d によるᚰᢿ

数のቑ大が᭱も高かった。しかし、ᚰᢿ数

ቑ大のᣢ⥆時㛫は A d とẚ࡭ I so が長く、ᢞ

୚時の್までᚰᢿ数がᅇ᚟するまで 50 ศ

を要した（ F ig. 3a）。BP にᑐするᛂ⟅ᛶで

は、 A d と N A のᢞ୚で大きく上᪼した。

A d、I so、N A のྛ᭱大཯ᛂ時の್は、168/117 

mmH g、134/79 mmH g、175/127 mmH g であ

り、 N A による᪼ᅽが㢧ⴭであった。一᪉

᪼ᅽ཯ᛂのᣢ⥆時㛫は N A より A d で長か

った (F ig. 3b )。また、▖Ꮝ≧態をẚ㍑した

ところ、A d と N A ᢞ୚においてᩓ大が☜ㄆ

できた。A d はᢞ୚後 3 ⛊で▖Ꮝᩓ大し、ᢞ

୚後 6 ศ 30 ⛊でඖの大きさまでᅇ᚟した。

ᩓ▖のᣢ⥆時㛫は 6 ศ 27 ⛊であった。また

N A はᢞ୚後 4 ⛊で▖Ꮝᩓ大し、ᢞ୚後 2

ศ 58 ⛊でඖの大きさにᅇ᚟した。ᩓ▖のᣢ⥆時㛫は 2 ศ 54 ⛊であった。 

 

3-5 薬力学的┦஫స用の᳨ウ 

 A d および I so ᢞ୚ 5 ศ前に Pro5 mg を㟼⬦ෆᢞ୚し、 H R のኚືを 15 ศ㛫経過ほᐹした。Pro ᢞ

୚により、 A d および I so ᢞ୚┤前の H R は 81 b pm から 61 b pm にప下した。Pro のᢞ୚によりᇶ‽

をほᐹした。ᚠ⎔ჾ⣔ࣃラ࣓ーࢱーは、ᚰᢿ数（ H R ）と⾑ᅽ（BP）を ᐃした。生理学ࣃラ࣓ー

ーは、▖Ꮝᚄを ᐃした。᳨ウ㡯┠はᢞ୚経㊰、ᢞ୚㔞、薬理స用、薬力学的┦஫స用のࢱ 4 点に

╔┠した。ྛ々の薬物ᢞ୚㔞は、ῧ௜文᭩ならびにインࣗࣅࢱーフォー࣒を参考にタᐃした。 

 

3．⤖ᯝ 

3-1 ึ期≧態のほᐹ 

 本◊✲では、࣑ࣞࣗࢩーࢱーࢢࣟࣉラ࣒にண

めⓏ録されている「ᛴᛶႍᜥ」の重⑕ᗘを 0㸣

にタᐃした≧態を೺ᖖ人とぢなし活用した。こ

の時の生理学的ࣃラ࣓ーࢱーは、 H R  83 b pm、

BP 125/74 mmH g、ᚰᢿฟ㔞 5.5 L/min、⫵ື⬦

ᅽ 28/10mmH g、࿧྾数 14 ᅇ/min、経⓶的ື⬦

⾑㓟⣲㣬和ᗘ 97% 、࿧Ẽ⤊ᮎ二㓟化Ⅳ⣲ศᅽ 

37mmH g、࿧Ẽ⤊ᮎ㓟⣲ศᅽ 16mmH g であり、

いずれもᇶ‽್を‶たしていた。 

 

3-2 ᢞ୚経㊰の㐪いによる薬物཯ᛂᛶのẚ㍑ 

 A d を㟼⬦ෆᢞ୚、➽⫗ෆᢞ୚、および⓶下ᢞ

୚の 3 経㊰でྛ々0.3 mg ᢞ୚し、ᢞ୚後 15 ศ 

        

㛫の H R および BP を ᐃした(F ig. 1)。H R にお

ける᳨ウでは、᭱大཯ᛂ時の್は㟼⬦ෆᢞ୚が

175 b pm、➽⫗ෆᢞ୚が 110 b pm 、⓶下ᢞ୚が

107 b pm となり、薬物にᑐする᭱大཯ᛂは㟼⬦

ᢞ୚、➽⫗ᢞ୚、⓶下ᢞ୚の㡰で大きくなった。

また、᭱大཯ᛂがⓎ⌧するまでの時㛫は、㟼⬦

ෆᢞ୚が 1 ศ、➽⫗ෆᢞ୚が 2 ศ、⓶下ᢞ୚が

3 ศとなり、㟼⬦ෆᢞ୚、➽⫗ෆᢞ୚、⓶下ᢞ

୚の㡰で早くⓎ⌧した。 

 

3-3 ᢞ୚㔞の㐪いによる薬物཯ᛂᛶのẚ㍑ 

 A d、 N A 、 I so の、用㔞཯ᛂᛶについて᳨ウし

た。ྛ薬物とも、1 µ g/kg、3 µ g/kg、10 µ g/kg、

30 µ g/kg の用㔞を㟼⬦ෆᢞ୚し、ᢞ୚後 15 ศ㛫

H R および BP を ᐃした。 I so については薬物
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್がኚືしたことから、 A d および I so の

H R に及ࡰすຠᯝはᇶ‽್からのኚື数（ԥ

H R ）でホ౯した。 A d の༢⊂ᢞ୚により、

H R はᢞ୚前の್とẚ᭱࡭大で 104 b pm 上

᪼したが、Pro 前ᢞ୚により H R の上᪼は

47 b pm にᢚไされた（ F ig. 4a）。 I so の༢⊂

ᢞ୚においても、 H R はᢞ୚前の್とẚ࡭

᭱大で 96 b pm 上᪼したが、Pro 前ᢞ୚によ

り H R の上᪼が 56 b pm にᢚไされた（ F ig. 

4b ）。 

 

4．考ᐹ 

 ከくの་⒪᪋タや་学㒊、┳ㆤ学㒊にお

いて生体࣑ࣞࣗࢩーࢱーが導ධされ、デᐹ

ᢏ⾡や┳ㆤᢏ⾡、་⒪㐃ᦠな࡝に㛵するᩍ

⫱ຠᯝがከ数報࿌されている 3)-5)。薬学㒊

では薬学ᩍ⫱が 6 年ไに⛣⾜した㝿、本学

をྵめたከくの薬⣔大学や⑓㝔の薬๣㒊で

生体࣑ࣞࣗࢩーࢱーが導ධされ、ࣂイࢱル

ᩍ⫱に活用されてきたࢺス࣓ンࢭ࢔ル࢝ࢪ࢕イン ᐃのᡭᢏྲྀ得やフࢧ 6)7)。しかし、薬理学のᇶ♏

的な考࠼᪉をᩍ⫱するために生体࣑ࣞࣗࢩーࢱーを活用した஦౛報࿌は数少ない。今ᅇᡃ々は、生

体࣑ࣞࣗࢩーࢱー࡬ᚠ⎔ჾస用薬をᢞ୚した㝿の H R および BP ኚ化ならびに▖Ꮝᚄのኚ化を記録

し、薬理学な࡝ᇶ♏薬学ᩍ⫱࡬のᛂ用のྍ⬟ᛶについて᳨ウを⾜った。 

ᵝ々なᢞ୚経㊰ẖのࣜࢼࣞࢻ࢔ンᢞ୚による H R 、BP にᑐする཯ᛂᛶの᳨ウでは、㟼⬦ෆᢞ୚で

᭱も大きな཯ᛂがほᐹされ、ḟいで➽⫗ෆᢞ୚、⓶下ᢞ୚の㡰で小さくなった。また、᭱大཯ᛂが

Ⓨ⌧するまでの時㛫も、㟼⬦ෆᢞ୚が᭱も早く薬理཯ᛂがⓎ⌧し、➽⫗ᢞ୚、⓶下ᢞ୚の㡰で཯ᛂ

の㐜ᘏがࡳられた。一般に、㟼⬦ෆにᢞ୚された薬物は体ᚠ⎔に┤᥋ධるために薬物཯ᛂのⓎ⌧が

早くなるが、➽⫗ෆや⓶下にᢞ୚された薬物は，体ᚠ⎔に฿㐩するのに 1 つ௨上の生体⭷を㏻過す

る必要があるため、薬物཯ᛂが㐜ᘏする。また、⓶下とẚ㍑すると➽⫗ෆの᪉がよりẟ⣽⾑⟶がከ

くศᕸするため、⓶下ᢞ୚よりも➽⫗ᢞ୚の᪉が薬物཯ᛂのⓎ⌧が早くなる 8)。ᚑって、ᢞ୚経㊰

によって薬物཯ᛂᛶがኚわる理⏤として、生体࣑ࣞࣗࢩーࢱーではࢺࣄに薬物ᢞ୚した㝿にぢられ

る薬物྾収過⛬が考៖されていると考࠼られた。 

薬物ᢞ୚㔞と薬物཯ᛂᛶに㛵する᳨ウでは、 A d、 N A 、 I so ともにᢞ୚㔞౫存的に H R と BP がቑ

大し、཯ᛂᣢ⥆時㛫も長くなった。またྛ薬物においては᭱大཯ᛂに上㝈があり、ᢞ୚㔞をቑやし

てもそれ௨上཯ᛂはቑ大しなかった。ྛ薬物の᭱大཯ᛂ用㔞は、A d が 10 µ g/kg、N A が 1 µ g/kg、I so

が 3 µ g/kg であった。ࢺࣄにおいては、薬物のຠᯝがいかにⓎ⌧するかは、స用㒊఩における薬物

⃰ᗘがຠᯝをไᚚしているために、薬物のᢞ୚㔞と཯ᛂᛶとの㛫に用㔞౫存的な㛵ಀᛶがぢられる
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9)。ᚑって、ᢞ୚㔞によって薬物཯ᛂᛶがኚわる理⏤として、本◊✲で用いた生体࣑ࣞࣗࢩーࢱー

には、ࢺࣄに薬物ᢞ୚した㝿にぢられる薬物཯ᛂの用㔞౫存ᛶと薬物の᭱大཯ᛂ用㔞のᴫ念がࣟࣉ

 。られた࠼ラ࣒されていると考ࢢ

஺感⚄経⣔సື薬による཯ᛂᛶのẚ㍑では、A d および I so のᢞ୚により H R がⴭしく上᪼する一

᪉、 N A によるᚰᢿ数上᪼はഹかであった。これらの⤖ᯝは、㯞㓉≟を用いた薬物ᐇ㦂とྠᵝであ

った 10）。A d や I so はș1 ཷᐜ体่⃭స用を᭷し、ᚰᶵ⬟ஹ㐍にకうᚰᢿ数ቑຍస用が知られている。

一᪉ N A はșཷᐜ体࡬のぶ和ᛶがపく、そのためᚰᢿ数࡬のᙳ㡪はഹかであったと考࠼られた。BP

にᑐする཯ᛂᛶの᳨ウでは、 A d および N A でⴭしい᪼ᅽస用がほᐹされたが、 I so による⾑ᅽ࡬の

ᙳ㡪はഹかであった。これら཯ᛂᛶの㐪いも、ື物ᐇ㦂による⤖ᯝと一㒊ྠᵝであった 10）。 A d お

よび N A ᢞ୚後に⾑ᅽが大きく上᪼した理⏤として、これらの薬物がȘ1 ཷᐜ体సື薬としてస用し

たことが考࠼られた。また▖Ꮝ≧態についても A d と N A のࡳ▖Ꮝᩓ大が☜ㄆできたことから、 A d

と N A のȘ1 ཷᐜ体่⃭స用が▖Ꮝ཯ᛂでも考៖されているྍ⬟ᛶが♧された。これらの⤖ᯝから、

生体࣑ࣞࣗࢩーࢱーには薬物཯ᛂにᑐするཷᐜ体のᴫ念が存在していることが考࠼られた。一᪉で、

A d ≉᭷のș2 స用にᇶ࡙く᪼ᅽ཯ᛂ後の࣋ースラインを下ᅇる⾑ᅽ下㝆や、本᮶ື物ᐇ㦂な࡝では

ほᐹされる᪼ᅽにకう㏞㉮⚄経่⃭を௓したᚰᢿ数のῶ少は☜ㄆされなかった。これらの⤖ᯝは、

⌧⾲ラ࣒されているཷᐜ体のᴫ念が、生体における཯ᛂᛶを必ずしも඲てࢢࣟࣉーにࢱー࣑ࣞࣗࢩ

していないということと、生理的な཯ᑕはࢢࣟࣉラ࣒されていないことを♧၀した。 

薬力学的┦஫స用の᳨ウでは、Proの前ᢞ୚により A dと I soによるᚰᢿ数ቑຍస用がᢚไされた。

Pro は➇ྜ的șࣜࢼࣞࢻ࢔ンཷᐜ体ᣕᢠ薬であり、ș1 およびș2 ཷᐜ体にᑐするぶ和ᛶがある 11)。

ᚰᢿ数はș1 ཷᐜ体่⃭による㝧ᛶኚ時స用によりቑຍするため 11)、Pro の前ᢞ୚により A d と I so

におけるș1 స用が㐽᩿され、ᚰᢿ数がῶ少したと考࠼られた。ᚑって、生体࣑ࣞࣗࢩーࢱーには

に薬物ᢞ୚した㝿にぢられる、薬力学的┦஫స用を一㒊ᶍೌすることができることが᫂らかとࢺࣄ

なった。 

 これまで一般的に薬理学の学生ᐇ⩦では、薬理స用を学⩦するためにラッࢺや࢘ࢠࢧ、ࣔルࣔッ

᪉を࠼といった小ື物を౑用してきた。このᵝな小ື物を౑用したᐇ⩦は、薬理学のᇶ本的な考ࢺ

学⩦したりᐇ㦂ᡭᢏの⩦得を┠指す上ではᴟめて᭷用である。しかし、㏆年ື物ឡㆤのほ点からື

物に௦᭰するᐇ㦂᪉ἲやᩍ⫱᪉ἲがୡ⏺的にもᙉく求められている。本◊✲で౑用した生体࣑ࣗࢩ

ࣞーࢱーによる薬物ᛂ⟅ᛶのほᐹは、ᐇ㦂ື物によるᩍ⫱を᏶඲に௦᭰するものとはならないまで

も、一㒊薬理学をጞめとする薬学ᇶ♏ᩍ⫱に活用できるྍ⬟ᛶを♧した。生体࣑ࣞࣗࢩーࢱーには

㏻ᖖࢺࣄには用いない薬物ᢞ୚㔞のタᐃや⚗ᚷ薬のᢞ୚➼がྍ⬟であるな࡝、ື物ឡㆤとはูのഃ

㠃で་⒪೔理的な㓄៖が必要ではあるが、大がかりなᐇ⩦タഛを必要としない生体࣑ࣞࣗࢩーࢱー

の活用は、これまでの薬学ᇶ♏ᩍ⫱をよりຠᯝ的な学⩦にኚ࠼ていく᪂たなᩍ⫱ᡭẁとなり得るྍ

⬟ᛶを本◊✲では提♧した。 
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